
'92 

NO. ，739 

l奈良市復僚は、ずべでの

土・自隊体みで，".

リ'"巳'"'"、資し〈

u 
10月108，/!I!I!ス州ー

同のっと山で.

市民のうご舎 剛 IIUI

固712r口?
固柵岬

大/11・1刊"11に圃〈ー-2-4

ママさん絶滅員レポ トー-5

市の署長島に・〈人々 6-9 

お知らせ 10-15 

シリーズ忽らまちの四寧⑤一一16



9向20S(1)m，.選手で、大
川市長ガ."主レてオカ月ガ定

ちまし~.

舞ぬ代の市畏として、周近
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